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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
国や地域の経済発展の研究において、近年、マイケル・ポーターの競争優位論が重要視されてきている。ポ
ーターの競争優位論は、企業が国際的な競争力を発揮できるような「ビジネス環境条件」に注目する考え方で
あり、とくに産業クラスター（関連・支援産業の集積）の役割が強調される。 
 本論文は、競争優位論を基礎にしながら、ニュージーランドの経済発展と競争優位の要因について研究した
ものであり、論文構成は、序章（問題意識と検討課題）、第１章（ニュージーランドの産業活動と競争優位）、
第２章（ニュージーランドの産業クラスターの形成と国際競争力の向上）、第３章（ニュージーランドの競争優
位の歴史的背景）、終章（おわりに）となっている。 
 本論文は、以下の３つの点で優れた考察を行っている。 
 第１の点は、ニュージーランドの経済発展と競争優位についてのポーターらの先行研究を丹念に整理・検討
していることである（第１章で論述）。ニュージーランドの主要産業（酪農や林業など）の状況を具体的にみな
がら、競争優位論の理論的な特徴を的確に整理している。 
 第２の点は、ニュージーランドにおける産業クラスターの状況について、アンケート調査・現地調査を含め
て丹念に整理・検討していることである（第２章で論述）。ニュージーランドのビジネス環境条件上の問題点の
１つは、産業クラスター形成の弱さにあるが、ニュージーランドの各地域において多様な産業クラスターが形
成されつつある現状を指摘している。 
 第３の点は、ニュージーランドの経済発展と競争優位について、ポーターの競争優位論では十分に扱われて
いない「非経済的要因」を整理・検討したことである（第３章で論述）。ニュージーランドの歴史を振り返りな
がら、重要な非経済的要因として、自由貿易・自由主義を重視する国民性に着目している。 
 ただし、ニュージーランドの産業クラスター形成はまだ初期段階ということもあり、本論文では、産業クラ
スター形成の今後の展望が十分に描き出せていない。また、非経済的要因についての論述は必ずしも十分では
なく、ニュージーランドの国民性と競争優位との関係についても明確に実証できていない。これらは今後の課
題である。 
 こうした課題はあるものの、本論文はニュージーランドを対象として経済発展と競争優位に関する独自の考
察を行っており、審査委員会は一致して、本論文を博士（商学）の学位を授与するに値すると判断した。 
